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第 １３２７回 例 会  

  令和３年１０月２０日（水） 

≪ ＪＡＬがどうして農業を始めたか ≫ 

◇ 点     鐘    藤﨑 康人 会長 

◇ ロータリーソング   奉仕の理想 

◇ 四つのテストの歌   

◇ お 客 様 紹 介     ＪＡＬアグリポート株式会社  

代表取締役社長 鎌形 晶夫 様  

                                    

◇ ニコニコ BOX      なし 

◇ 誕生日 ワインの贈呈   

菊 地 裕 文 会員  ≪ ８月１１日≫     

竹 内 紀 之 会員  ≪ ９月３０日≫    

◇ 会 長 挨 拶  藤﨑 康人 会長 

皆さんこんにちは。 

本日は、JAL Agriport 株式会社代表取締役社長の鎌形晶夫さま、ようこそいらっ

しゃいました。後ほど、卓話をよろしくお願いします。 

本日の挨拶では、３つの話題についてお話したいと思います。 

新型コロナウィルス、衆議院総選挙、世界ポリオデー、についてです。 

２０２１～２０２２年度 国際ロータリー会長のテーマ 

  奉仕しよう みんなの人生を豊かにするために 

【 会長 シェカール・メーター 】 

成田コスモポリタンＲＣターゲット 

「 コロナ禍でも楽しく有意義な 

クラブ運営をめざして」 

〔会長：藤﨑 康人〕 
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① 新型コロナの現状について 

８月下旬をピークに新規感染者数が急激なスピードで減少に転じ、前週の同じ曜日の感染者数の半減

状態が連日続いて、この数日はさすがに減少スピードおちてきていますが、東京都では、一日の患者

数が 50 人以下となっています。ちなみに、千葉県では昨日は 12 人となっていて、20 人以下は 6 日連

続とのことです。千葉県の 20 人以下というのは、第 3 波前の昨年の 9 月以来の数字です。第 5 波の

急速な収束の原因については、諸説があるようですが、今のところ、一つだけの要因では説明がつか

ない様です。世界の他の国でも、今回の日本の第 5 波の様な急速な患者数の減少は、今年初めのイギ

リス、その後のインド等でも見られていますが、主な要因は、イギリスではワクチン接種の広がり、

インドでは、感染爆発による集団免疫の達成によると考えられています。日本も、30 代以下の若年者

の接種率がまだ 50％程度にとどまっていますが、高齢者を中心に順調に接種率が上がっています。諸

外国でワクチン接種率が頭打ちになっている中で、日本は順調に接種率が伸びています。65 歳以上は

全国的に約 90％に達しています。世界の中で、接種率が上がっている国としては、イスラエル、イギ

リス等がありますが、それらの国で、社会経済活動の制限解除に伴い、再び感染者数の増加が報告さ

れています、ワクチン接種後のブレイクスルー感染の増加によるものです。ワクチン接種後、血中抗

体価の減少が、接種後数か月で減少する事が明らかになり、それらの国では、すでに 3 回目の接種が

開始されています。日本でも 12 月から、3 回目の接種の開始が準備されています。新型コロナウィル

ス感染症との戦いはしばらく続くと思われますが、日本は幸い、中国等の特殊な国を除いて、他の国

よりも感染者数、死亡者数もかなり少なく第 5 波の際は、不幸な人たちも少なからずいましたが、感

染対策はまあまあうまくいっている方なんだと思います。日本が他の国より勝っているところは、ワ

クチン接種率、マスク着用率が高い等、自主的な感染対策等、です。今後もしばらくの間は、感染対策

を急に緩めず、徐々に社会経済活動を緩和していかなければならないんだと思います。第 5 波は、イ

ンドで出現したといわれているデルタ株により、感染爆発が起こったことが主な要因と言われていま

す。日本で現在のような感染対策が継続されていれば、デルタ株並みのウィルスであれば、コントロ

ール可能だと思いますが、今後、感染者数が多い国や地域で、新たな感染力がデルタ株以上の変異ウ

ィルスが発生する可能性は十分あるんだと思います。引き続き、水際対策は重要で、もうしばらくは、

外国旅行は控えた方が良いと思います。 

② 衆議院総選挙ですが、10月 14日に解散、10月 19日総選挙の告示、10月 31日投票予定と 

なっています。岸田首相は、所信表明で示した政策について、国民に信を問いて、選挙で信任を得ら

れたら、大規模な財政支援策を策定するとの話をしています。菅政権は、世の中ではいろいろ言われ

ていますが、ワクチン政策等は評価されるべきであると思います。菅製政権の背策を一部継続しつつ、

新たな成長戦略を打ち出してほしいものです。安倍政権では、第 3 の矢として成長戦略を打ち出しま

したが、なかなか実のある形としては実らなかったように思えます。私の小中学校の同級生なので、

個人的には岸田首相を応援したいですが、総選挙までのマスコミ等を通じた各党の政策論争を見守り

たいと思います。そして、総選挙後、コロナ禍で難しいかじ取りでしょうが、何とか成長戦戦略を軌

道に乗せて欲しいものです。そこで、首相としての力が試されるんだと思います。 

③ 国際ポリオデー（10月 24日） 

今月の 24 日は、世界ポリオデーです。ポリオとは、日本では、俗に「小児麻痺」と言われてきたウィ

ルス感染症です。正式病名は、「急性灰白髄炎」といい、感染すると、ウィルスが神経細胞に侵入し、

神経細胞を傷害し、神経障害を起こす病気です。一度神経障害が生じると元には戻らず、一生障害が
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残り、その人の生涯に多大なマイナスとなってしまいます。この病気はワクチンで予防可能な病気の

ため、できるだけ多くに人たちへのワクチン接種が患者を少なくするためにとても重要です。人類で

は、天然痘が 1980 年に撲滅が宣言されましたが、WHO は次に撲滅を目指すウィルス感染症としてポ

リオをあげています。世界ポリオデーですが、世界ポリオデーは、初めてポリオワクチンを開発した

チームを率いた米国の医学者 Jonas Salk（ジョナス・ソーク）の誕生を記念し、ポリオのない世界を

目指すことを目的として国際ロータリーによって設立されました。その後、色々な経緯があり世界的

な運動となっています。詳しくは別の機会に話します。 

2790 地区でも、10 月 24 日(日)に世界ポリオデー・祈願プロジェクト「ポリオ根絶および新型コロ

ナウィルス感染終息祈願」という活動を行う予定です。当初は、地区委員と第 10 グループの各クラブ

から計 80 人、青少年 20 名の計 100 人を動員して、新勝寺門前広場でチャリティーコンサートと募金

活動、チラシ配布等を予定いていましたが、新型コロナ感染症蔓延状況を考慮し、規模を縮小して開

催することになりました。一応当クラブからは私を含めて 5 名参加して、24 日午前中からお昼にかけ

て、新勝寺境内で規模を縮小して活動することになりました。主な内容は、午前 11 時からの護摩祈願

です。当日は成田コスモから私を含め、神谷会長エレクト、大竹副幹事、高木会員、宇都宮会員の 5 人

が午前 8 時 3０分成田山集合で、イベントに参加します。皆さん、時間がありましたら、足を運んで

いただきたいと思います。では、会長挨拶を終わります。 

 

◇ 委員会報告その他  

◎ ゴルフ部 菊地 裕文 部長  

11 月 17 日クリスマス例会親睦ゴルフコンペ、11 月 25 日第 10 グループ親睦 

ゴルフコンペを開催いたします。申込締切はそれぞれ 10 月 29 日になります。 

是非ご参加下さい。 

 

◇ 幹 事 報 告  萩原 康宏 幹事 

 ■回     覧： 日本経済新聞社 10 月 22 日朝刊ロータリー全国版一面 

広告のお知らせ  

印西 RC 送付先変更のお知らせ 

■例会案内・変更： なし 

 ■そ  の  他： ホームミーティングのご案内を随時致します。 

是非ご参加下さい。 

第 10 グループ情報研究の参加についてのお願い。 

 

  卓話 「ＪＡＬがどうして農業を始めたか」 

ＪＡＬアグリポート株式会社 代表取締役社長 鎌形 晶夫 様 

本日は貴重な時間を頂戴致しましてありがとうございます。 

なぜ日本航空が農業事業に参入したかということで JAL アグリポート事業のご

紹介をさせて頂きたいと思います。 

日本航空では 2017 年から 2020 年の中期計画におきまして本業以外のところで

関連事業を立ち上げていこうという指針が出ておりました。 
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一旦破綻した際に政府の方から航空事業以外

への新たな投資はしてはならないというよう

なお達しがありましたが、それが解けた以降は

やはり本業だけでは今後は収益の大幅な拡大

は見込めないということで航空事業から離れ

たところで新たな事業を立ち上げようという

ことになりました。 

その時のキーワードが、インバウンドへの対

応、地方創生、地元への貢献、というものでし

た。 

成田での農業はどうかということで、とある紹介者もおりまして、後継者のいない農家さんから農地

を借り受けましてこの土地で農業に参入しようということになったわけです。 

その中で３つの事業がありました。 

まずはいちごハウス、観光いちご園を作ることを最初の目標に掲げました。 

そしてレストラン事業、地産地消で地元の野菜や地元の名産、名物料理などを提供できるレストラン

を展開していこうということ。 

プライベートブランド事業、地元で採れた生鮮品を使って加工品を作って売っていこうということ。

プライベート商品で大きくヒット商品を出せば、原材料は自分達の畑だけでは足りず地元の農家さん

から材料を集めなきゃと少なからずいい影響を与えられるのではと計画しておりました。 

日本航空はかつては色々な部門に知見もないにもかかわらず手広く投資して失敗した苦い経験がござ

いました。今回は農業に知見のある会社ときっちりとパートナーシップを組まないと失敗するだろう

ということで紹介されたのが株式会社和郷というところで、そこと共同出資してこの会社を立ち上げ

ました。和郷さんの知見やノウハウ、ネットワーク、日本航空のブランド力、販路、幅広い顧客、とい

ったお互いの強みを生かしあって JAL アグリポートを運営していこうということになりました。 

成田の新市場予定地のそばに 4.5 ヘクタール程の土地を借り受けて農園とレストランを運営しており

ます。 

私達は常々周辺の９市町と一緒に何かコラボしてできないかと考えておりまして、道の駅さんやそれ

ぞれの農政課さんとは常に意見交換などさせて頂いており、イベントがあれば交流しております。私

達の持っている販路で名産品を売っていくということもしております。 

そういったひとつの新しい農業のあり方を創成していって地元に何らかの貢献ができたらと考えてお

ります。 
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◇ 点     鐘  藤﨑 康人 会長 

 

☆ 本日のお料理  メニュー  

 

 

 

 

 

 

◇ 出 席 報 告   ＊メーキャップは前後２週間です。   

 日 付 会員数 免 除 出 席 欠 席 Ｍ Ｕ 出 席 率 補 正 出 席 率 

前々回修正 10 月 6 日 7 0 名 5 名 35 名 2 3 名 10 名  6 6 . 1 8 ％ 

本 日 例 会 10 月 20 日 7 0 名 5 名 37 名 2 9 名 3 名 5 7 . 9 7 ％  

 

・成田コスモポリタンロータリー・クラブ事務局  

 〒286－0106 成田市取香 500 ホテル日航成田内 TEL/FAX 0476-24-5044  

・例会場 ホテル日航成田内 TEL 0476-32-1144 FAX 0476-32-0022  


